
今後、自然災害が起こらないという保証はありません。
あなたの地域で起こりやすいリスクに応じて、被害の未然防止

や万が一被害を受けた場合の補償など、日頃からの備えが重要です。

農業保険 検索

園芸施設共済、収入保険の詳細はコチラ

あなたの地域にも

リスクは存在します
（施設園芸）

風台！
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令和 ２ 年 台風 ９ 号、１０ 号

立て続けに台風が襲来。最大瞬間風速 ３３．１ｍ

山口県内加入者で139棟の農業用ハウスに被害

令和元年 台風１７号、１９号

９月と１０月の台風により、最大瞬間風速 ２８．９ｍ

山口県内加入者で65棟の農業用ハウスに被害

一昨年の大雪被害の様子（周南市鹿野）

（一昨年） 令和３年 １月大寒波

山口県東部地域を中心に４０～８０センチを超える
降雪など加入者５５棟の農業用ハウスが損壊。

うち全損となったハウスが２６棟

雪大！

あなたの地域でも近年
台風・雪害による被害が発生しています！

（昨年） 令和 ４ 年 台風 １１ 号、１４ 号

9月に2個の台風が襲来。最大瞬間風速 ３４．０ｍ

山口県内加入者で140棟の農業用ハウスに被害

昨
年
の
台
風
に
よ
り
、
パ
イ
プ
が
押
さ
れ
折
れ

曲
が
っ
た
様
子

（防
府
市
大
道
）



突然の災害で大きな被害が発生しています！

山口県 昨年(2022年)９月の台風

・令和４年度の風による被害は平年の3.7倍！

・１棟当たりの平均的な支払額は約６万円！

・被害件数の約65％が半壊以上の被害

（約半分が全壊！）

台風

大雪山口県 一昨年(2021年)１月に大雪（寒波）

万が一が万が一で無くなった今、必ず備えましょう！
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年度別の支払金額の推移（風害全般）
(万円)

過去の台風被害で
主な年の支払額
（山口県）

・1991年(H 3年)
２億６千４百万円

・1999年(H11年)
１億７千万円

・2004年(H16年)
２億５千７百万円

毎年、全国各地の豪雨や台風をニュースで見ます。この状況下で共済
に加入しない選択肢は無いと思っています。ただ、直径３１．８㎜のパ
イプハウスなので、共済にお世話になるのは平成３年、１６年のような
最大瞬間風速５０ｍ以上の台風が来た時だと思っていました。
令和２年の台風１０号では、通常の風向きとは異なり、山からの吹き

おろしが強烈でハウスが倒壊しました。共済金で早期に再建でき、次期
作にも間に合い、本当に助かりました。
トマトは相場価格が下落することがあるので収入保険にも加入し、家

族と従業員を守るための一助となっています。
自然相手の農業には保険が必須なので、園芸施設共済と収入保険の両

方に加入して、安心して経営を続けることができます。
山口市トマト農家
の宮村さん

台風の上陸数

年 上陸数 年 上陸数 年 上陸数

1993 6 2003 2 2013 2

1994 3 2004 10 2014 4

1995 1 2005 3 2015 4

1996 2 2006 2 2016 6

1997 4 2007 3 2017 4

1998 4 2008 0 2018 5

1999 2 2009 1 2019 5

2000 0 2010 2 2020 0

2001 2 2011 3 2021 3

2002 3 2012 2 2022 3

近年、平年の２倍を超える積雪となる
大雪や短時間に降り積もる大雪が発
生しています。

・被害件数は管内で５５棟！

・１棟当たりの平均的な支払額

は約１２万円！



ニュース等でご存じの通り、近年は全国的に自然災害が多発してお
ります。山口県でも自然災害が起こらないという保証はありません。
「台風が来なければ大丈夫」「台風時期は被覆していない」と安心

しがちですが、春の強風による被害が昨年の3月にも山口県北部地域
を中心に発生しました。日頃からの備えが重要です。

農業保険 検索

園芸施設共済、収入保険の詳細はコチラ

春の強風は危険 !!
（施設園芸）

風強！

令和４年の春の強風による支払額が１８５万円となっています。

春（３月～５月）でも最大瞬間風速が３０m/s以上
の風が観測されており、被害が発生しています！

育苗ハウスは
大丈夫ですか

春の強風による被害状況
（園芸施設共済加入者）

被覆期間の短いハウスの掛金は

割安となっております！

年間掛金の目安は 700円/棟
（単棟で間口6m、奥行30m、被覆期間１カ月で試算）

令和４年３月の暴風により、
育苗ハウスが被害を受けた様子

（萩市 明木）

最大瞬間風速 戸数 棟数

（m/s） （戸） （棟）

  平成２８年 30.1 39 49

　  　  ２９年 18.5 5 6

　  　  ３０年 24.9 8 11

  令和 元年 20.3 10 12

　  　　  ２年 21.4 3 5

　  　　  ３年 24.1 6 7

　  　　  ４年
  (3月、4月)

29.7 26 43

年



！ 大 雨

２００４年と１０年には、台風の襲来で被害を受けたことがあり、共済の補償

があって助かりました。

また、１８年の冬には、私が病気で入院している時に、雪と強風の被害を受

け、ハウスが全損しました。あの時ほど、保険の有難みを感じたことはありませ

ん。保険は、農業経営をする上で欠かせないものだと思います。

私は、農業を始めて３５年になります。私のこれまので技術や経験などのす

べてを伝えることができたらと、農業研修生を受け入れ、延べ１００人以上の研

修生が県内各地で活躍しています。

自然災害の発生や燃料費高騰など経営の心配は尽きません。けれど、彼ら

と話をすることで、さまざまなアイデアが生まれるので、今後の農業の活力にし

たいです。宇部市ハウス農家の正司さん

加入者の声をお届けします

 近年、大雨や短時間豪雨の発生回数が増加しています。

大雨
（日降水量200㎜以上）

全国1,300地点において１日当たりの降水量が
200㎜以上となる平均年間日数は、統計開始後
最初の10年間では約160日でしたが、最近10年

間の平均では約239日となるなど、約1.5倍
に増加しています。

短時間豪雨
（１時間降水量80㎜以上）

全国1,300地点において１時間当たりの降水量
が80㎜以上となる平均年間発生回数は、統計開
始後最初の10年間では約14回でしたが、最近

10年間の平均では約25回となるなど、約1.8倍
に増加しています。

※全国[アメダス]日降水量200㎜以上の年間日数より ※全国[アメダス]１時間降水量80㎜以上の年間発生回数より

※統計が始まってから最初の10年間（1976～1985）の平均と最近10年間（2013～2022）
の平均とを比較。

農林水産業への被害は毎年発生しています！

資料：農林水産省作成
注：2023年1月末時点

単位：億円
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過去10年の農林水産関係の自然災害による被害額
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農林水産関係の自然災害による被害額の最近10年間の平均は、約3,036億円となっ
ており、その中でも2018年と2019年は２年連続で台風による甚大な被害が発生しま
した。


